
日本における小・中・高時代のいじめ被害経験の

長期的影響に関する研究

一ソーシャルサポートとPTGの関係に着目して一

牟　冬蝉

　本研究では、大学生を対象にして、回想法を用いた質問紙調査によって、小学校から

高等学校までの間にいじめ被害を経験した子どもたちについて、その当時やその後の

ソーシャルサポートがPTGにどのように影響を与えるかを検討してきた。

　「はじめに」では、日本におけるいじめの問題の背景について紹介し、いじめ問題が

家庭、学校、社会にとって深刻な問題であることを確認した上で、いじめ被害者の心身

状態に心的外傷後ストレス障害などの長期的な影響を及ぼすことに着目することの重要

性を述べた。

　まず第1部では、いじめの定義、構造、種類などの内容、現代の日本のいじめの特徴

をめぐる先行文献を整理し、いじめ被害者が心身的、心理的に悪影響を受けていること

が示唆された。

　また、過去のいじめ体験が及ぼす影響には否定的影響ばかりでなく、肯定的影もあ

ることを見出した。いじめ被害経験において、その後ソーシャルサポートによって、

PTGが促され傾向がある。　PTGとは非常につらい経験をきっかけとして人間としての

成長、その結果とプロセスを指す。いじめの長期的影響についてPTGの研究の観点の

有効性とソーシャルサポートに着目することの重要性を述べた。レジリエンスは心的外

傷後をポジティブで人間としての成長をもたらす経験へと変化させる能力である。ソー

シャルサポートがいじめ被害の苦痛を和らげたり、いじめ被害者の身体的症状を少なく

したりする効果があることが指摘されている。いじめられることによって傷ついたここ

ろを以前の状態に復帰・回復させるだけでなく、以前の水準以上に成長するという可能

性があることに着目した。

　いじめの長期的影響の調査の方法論については、いじめ被害の長期的影響の調査、レ

ジリエンスとの関係、PTGとの関係について、3つの方面の先行研究を検討した。

　それを踏まえ、第2部では質問紙調査の結果を考察した。調査の目的は、（1）大学生

のいじめ経験傾向、（2）ソーシャルサポートの有効性、（3月）いじめ被害経験とPTG

の関係、（4）いじめ被害経験とレジリエンスの関係という4点を明らかにすることで

あった。調査は、2018年11月、東京都内D大学において、100名の教育学系大学生を対
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象にした回想法による質問紙を用いて実施した。

　質問紙ではいじめの被害経験、加害経験、傍観経験を尋ねた。いじめ被害者に、いじ

められた当時、学校生活と体調にどのような影響を与えたか、いじめられた当時、何ら

かのサポートを受けた経験があったかどうかを問う。また、日本語版外傷後成長尺度拡

張版（PTGI－X－J）を使用して、いじめ被害経験の結果、各質問項目に示される心理

的成長がどの程度生じたかを6件法で回答を求めた。大学生用レジリエンス尺度（RS

－ S）を使用して、心理的回復力について4件法で回答が求めた。さらに、いじめ加害

者に、当時の行為をふりかえって、今の考えについて尋ねた。最後に、いじめ傍観者に、

同じ問題の回答を問い、また、いじめ行為を見たり聞いたりしたとき、本人がどのよう

な対処したかについて尋ねた。

　第3部では、質問紙回答は基礎集計とクロス集計によって結果を分析した。いじめ被

害経験が多い群といじめ被害経験が少ない群はPTGの各因子の平均点は差があり、い

じめ被害経験の程度によって、PTGに異なる程度に影響を与えることが見いだされた。

男女差については、受けたいじめの方法が違っていることや女性がソーシャルサポート

に信頼をおいていることが示唆された。また、ソーシャルサポートを受けた経験につい

て、男性より女性の方が家族と友人に相談することが多いことがわかる。

　次に、ソーシャルサポートがPTGに影響していると考察された。いじめ被害の少な

い群は多い群に比してPTGの得点が高く、ソーシャルサポート経験も多いことが見い

だされ、特に友人や家族によるソーシャルサポートがPTGを導くのではないかと推測

された。すなわち、いじめによる心の傷は、周囲の対応などの影響により、マイナスか

らプラスのものへ変容するのではないかと考察されている。

　総じて、本研究は、いじめ研究としては、蓄積の少ないいじめ被害の長期的影響、中

でも肯定的側面について光を当てたこと、他方、PTG（外傷後成長）研究としては、

検証されていないいじめによる傷つき経験について取り上げたことに意義があると考え

ている。また、いじめ被害経験、ソーシャルサポート経験、PTGの連関について一定

の傾向を見いだしたことは、教師やカウンセラーへの相談経験の少なさの問題と合わせ

て、いじめ被害者への周囲のサポートの重要性と、学校としてのサポートの課題を考え

る上で示唆を与えるものであったといえよう。

　他方、本研究の課題としては次のような点があげられる。まず、統計的分析の上で有

意差検定や相関係数を利用していない等の弱さがあった。次に、対象とした教育学系大

学生においてはいじめ問題への関心が比較的高い予想される積極的意義があるものの、

その回答者が日本の大学生を代表するとは言い難いことが指摘される。また、回想法を

採用したため、いじめ被害体験に関する項目については、いじめを経験した時点と調査

に回答した時点との間に開きがあるため回答者の記憶に全面的に依存しており、客観性

に課題を残したさらに、過去のいじめ被害経験が現在どのような意味、価値観を持つ出

来事となっているのかなどの点は、自由記述で得たデータを分析に活かす方法があった
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が、十分分析しきれなかった。以上のように、本研究の質問紙調査結果の普遍性、信頼

性を高めるさらなる調査研究が必要であるといえよう。
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